
平成２９年度当初予算（案）の概要

  

１４．８億円 ２３．５億円 ６９．９億円 ２６６．１億円 １０６．９億円 １９．５億円

多様な人々による共生

※事業費は、それぞれの主要事業の合計を記載（億円単位未満（小数の場合は千万円単位未満）四捨五入）

①
（平成２９年２月６日財政課）

一般会計　３，１１６億円（対前年度　２９４億円増　＋１０．４％）
　　　　　　　　　（権限移譲に伴う小中学校教職員関係経費２９０．８億円を除き、２，８２５．２億円（対前年度　３．２億円増　＋０．１％））

全会計　 　６，２９３億円（対前年度　３１４億円増　＋　５．３％）

１　社会減対策
・ 移住・定住コンシェルジュの配置

歴史文化の拠点づくり 海洋文化の拠点づくり 教育文化の拠点づくり ・ 「いつかは静岡」
お試し体験移住プログラムの開始４．０億円 ４．０億円 １０．１億円

・ 新幹線通学費の貸与
・ 歴史文化施設の整備（基本設計等） ・ 海洋文化拠点施設の整備 ・

２　自然減対策
・ 清水港への国際クルーズ船等の
誘致

・ 草薙駅南北駅前広場の整備 ・ しずおかエンジェルプロジェクトの
推進・ ボートによるお堀の活用

東静岡「アート＆スポーツ/ヒロバ」の
グランドオープン・ 駿府城跡天守台の発掘調査、

発掘調査の見える化
（基本計画の策定、普及啓発等）

・ 海洋産業クラスターの創造 ・ 「静岡シチズンカレッジ　こ・こ・に」の
推進・ 浅間神社周辺の活性化 ・

・ 草薙駅周辺道路の整備
・ 駿府町地区文化・スポーツ施設の
立地可能性調査

・ 清水港線跡遊歩道の整備 ・ 高等教育のあり方検討

新清水庁舎のあり方検討（基本構想）

１　圏域全体の経済成長のけん引
・ 地域連携ＤＭＯの推進
・ アンテナショップの開設準備

・ 保育士の宿舎借り上げへの支援

・ ＪＲ駅前等の賑わい創出
（イルミネーションほか）

・ 地域包括支援センターの体制強化 ・ 「まちは劇場」プロジェクトの推進

２　圏域全体の生活関連機能
　　サービスの向上
・ 大学との連携による地域課題の
解決「健康長寿のまち」の推進 「まちは劇場」の推進

・ 「自宅でずっと」在宅医療・介護連携
事業の拡充

（パフォーミングアーツ、オーケストラほか）

・ 呉服町通線（紺屋町地区）の整備

１３．１億円 ３．３億円

・ 生涯活躍のまち静岡（ＣＣＲＣ）の推進 ・ 静岡・清水都心地区の魅力ある空間
の創出・ 元気いきいき！

シニアサポーター事業の推進 ・

・ 安倍口団地２号棟外１２棟の解体

２　施設長寿命化の推進
・ 小中学校校舎、体育館の改修

富士山コスプレ世界大会等への支援
・ Ｓ型デイサービスの運営 ・ 清水エスパルスの応援 １　総資産量の適正化

歴史都市 文化都市 中枢都市 健康都市 防災都市 共生都市

３　民間活力の導入
・ 歴史文化施設建設予定地隣接地
への民間施設の募集・選定

３次総重点プロジェクト

「創造する力」による都市の発展　（産業・経済の振興） 「つながる力」による暮らしの充実　（安心・安全の確保）

南アルプスユネスコ
エコパーク・自然との
共生

②東海道歴史街道
（二峠六宿）の推進

②清水港
ウォーターフロントの
活性化と整備促進

②ＭＩＣＥの推進等による
交流人口の拡大

②浸水・土砂災害対策の
拡充

③

①健康長寿のための
静岡型地域包括ケア
システムの構築
（「自宅でずっと」
　プロジェクト）

①災害対応力の強化と
危機管理体制の確立

①
②

①駿府城公園エリアの
整備等

①東静岡・草薙地区の
賑わい創出

①首都圏等からの
移住・定住促進

まちづくりは人づくり・
シチズンシップ③

エネルギー産業の
立地促進と再生可能
エネルギーの導入・
普及促進

③
「創造都市」の推進と
オクシズ・しずまえの
振興

②静岡型子ども・子育て
支援の推進

③健康都市の実現に
向けた基盤整備

三保松原の保全と活用 ③戦略産業への
支援・育成

③

★予算規模 

◇第３次総合計画のうち、静岡市がもつ資源を活かし、まちの価値を高める施策（５大構想）に予算を重点配分 

◇地方創生総合戦略に基づく人口減少対策や県中部５市２町の広域で連携する取組を予算に反映 

◇アセットマネジメント基本方針や第３次行財政改革推進大綱に基づく取組を予算に反映 

★予算編成のポイント 


